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土
壌
汚
染
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
の
低
空
飛

行
が
続
い
て
い
る
。
既
に
、
各
所
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
で
あ
る
が
、
㈳

土
壌
環
境
セ
ン
タ
ー
が
平
成
23
年
10
月

に
公
表
し
た
「
平
成
22
年
度
の
土
壌
汚

染
調
査
・
対
策
事
業
受
注
実
績
」
に
よ

る
と
、
汚
染
土
壌
の
調
査
と
対
策
の
合

計
件
数
は
、
平
成
22
年
度
に
前
年
度
を

上
回
っ
た
も
の
の
、
受
注
高
で
は
前
年

度
か
ら
さ
ら
に
低
下
が
続
い
て
い
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。具
体
的
に
は
、

汚
染
土
壌
の
調
査
件
数
が
前
年
度
比
で

10
％
程
度
伸
び
て
い
る
一
方
、
汚
染
対

策
件
数
は
前
年
度
比
で
13
％
強
の
低
下

を
示
し
て
い
る
。受
注
高
に
つ
い
て
も
、

調
査
は
前
年
度
比
で
増
加
、
対
策
は
前

年
度
比
で
低
下
と
な
っ
て
い
る
。

　

土
壌
汚
染
の
調
査
や
対
策
は
対
象
と

す
る
汚
染
物
質
や
汚
染
範
囲
に
よ
っ
て

コ
ス
ト
が
大
幅
に
異
な
る
た
め
、
受
注

高
と
受
注
件
数
を
割
り
算
し
て
も
必
ず

し
も
土
壌
汚
染
関
連
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
姿

が
見
え
る
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
経
年

的
な
目
安
の
参
考
と
し
て
、
㈳
土
壌
環

境
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
調
査
結
果
に
基
づ

き
、
受
注
高
を
受
注
件
数
で
割
り
算
し

た
1
件
当
た
り
の
受
注
高
の
経
年
変
化

を
見
る
と
、
汚
染
土
壌
の
調
査
も
対
策

も
、
費
用
は
低
下
し
た
ま
ま
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
︵
図
︶。

　

ち
な
み
に
、
平
成
22
年
度
は
改
正
土

壌
汚
染
対
策
法
が
施
行
さ
れ
た
年
で
あ

る
。
㈳
土
壌
環
境
セ
ン
タ
ー
の
受
注
高

や
受
注
件
数
か
ら
見
る
限
り
、
改
正
法

の
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
影
響
は
そ
れ
ほ
ど
大

き
い
も
の
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
よ

う
に
も
見
え
る
。
一
方
、
平
成
24
年
3

月
に
環
境
省 
水
・
大
気
環
境
局
よ
り

公
表
さ
れ
た
「
平
成
22
年
度 

土
壌
汚

染
対
策
法
の
施
行
状
況
及
び
土
壌
汚
染

調
査
・
対
策
事
例
等
に
関
す
る
調
査
結

果
」
に
よ
る
と
、
土
壌
汚
染
対
策
法
の

適
用
対
象
外
の
事
例
ま
で
含
め
た
土
壌

汚
染
調
査
件
数
及
び
基
準
不
適
合
事
例

の
数
は
、
平
成
22
年
度
に
過
去
最
高
と

な
っ
て
い
る
。
土
壌
環
境
セ
ン
タ
ー
の

調
査
結
果
で
も
調
査
件
数
は
前
年
度
比

で
10
％
程
度
の
伸
び
を
示
し
て
い
た
。

　

以
上
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
改
正
法

の
施
行
を
受
け
て
土
壌
汚
染
に
つ
い
て

は
調
査
件
数
が
増
加
し
始
め
て
お
り
、

汚
染
件
数
も
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
汚
染
件
数
の
増
加
に
伴
っ

て
、
若
干
の
時
間
遅
れ
が
生
じ
て
い
る

も
の
の
、
今
後
、
汚
染
対
策
ビ
ジ
ネ
ス

が
拡
大
し
て
い
く
可
能
性
の
あ
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
る
。

　

次
に
、
汚
染
対
策
技
術
に
注
目
し
て

み
よ
う
。
㈳
土
壌
環
境
セ
ン
タ
ー
の
調

査
結
果
で
も
、
環
境
省
の
調
査
結
果
で

も
、
土
壌
汚
染
浄
化
の
た
め
に
適
用
・

採
用
さ
れ
た
技
術
と
し
て
は
、
依
然
と
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し
て
掘
削
除
去
対
策
が
多
い
も
の
の
、

原
位
置
浄
化
技
術
が
明
確
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
お
り
、
法
改
正
の
目
的
を
踏
ま

え
、
着
実
に
土
壌
汚
染
を
原
位
置
や
オ

ン
サ
イ
ト
で
浄
化
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

拡
大
し
て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ

る
。

　

こ
う
し
た
中
、
存
在
感
を
高
め
て
い

る
の
が
バ
イ
オ
レ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン

技
術
だ
。
例
え
ば
、
大
手
建
設
会
社
の

大
成
建
設
は
、「
注
水
バ
イ
オ
ス
パ
ー

ジ
ン
グ
法
」、「
嫌
気
性
ベ
ン
ゼ
ン
分
解

菌
Ｄ
Ｎ
１
１
株
」
を
用
い
た
浄
化
、「
バ

イ
オ
パ
イ
ル
」
等
の
バ
イ
オ
技
術
を
利

用
し
た
汚
染
土
壌
の
浄
化
に
注
力
す
る

こ
と
を
公
表
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

「
注
水
バ
イ
オ
ス
パ
ー
ジ
ン
グ
法
」
は
、

シ
ア
ン
や
ベ
ン
ゼ
ン
で
汚
染
さ
れ
た
帯

水
層
を
、
汚
染
土
壌
中
に
存
在
す
る
微

生
物
の
分
解
能
力
を
活
用
し
浄
化
す
る

技
術
で
あ
る
。
汚
染
土
壌
に
井
戸
を
掘

り
、
そ
こ
に
空
気
、
水
、
微
生
物
を
活

性
化
さ
せ
る
た
め
の
栄
養
塩
を
供
給
。

井
戸
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
化
さ
れ
た

栄
養
塩
が
地
中
に
放
出
さ
れ
、
微
生
物

の
活
性
を
促
進
さ
せ
、
シ
ア
ン
な
ど
を

分
解
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
期
間
は
１

年
半
と
長
期
間
が
必
要
だ
が
、
均
一
な

微
生
物
分
解
が
可
能
で
あ
る
と
さ
れ

る
。
大
成
建
設
の
よ
う
に
直
接
、
バ
イ

オ
レ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
会
社

の
他
、
微
生
物
に
与
え
る
栄
養
剤
を
販

売
す
る
会
社
等
も
、
そ
の
存
在
感
を
高

め
つ
つ
あ
る
。

　

も
と
も
と
、
バ
イ
オ
に
よ
る
浄
化
は

低
コ
ス
ト
と
い
う
長
所
が
あ
る
一
方
、

浄
化
に
長
時
間
を
要
す
る
、
浄
化
の
確

実
性
が
必
ず
し
も
高
く
な
い
等
の
課
題

も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
課
題

に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
新
日
鉄
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
は
鉱
油
類
で
汚
染
さ
れ
た

地
下
水
中
に
オ
ゾ
ン
水
を
注
入
し
、
鉱

油
類
汚
染
土
壌
中
の
重
質
油
（
炭
素
数

28
～
44
）
の
油
分
（
Ｔ
Ｐ
Ｈ
）
濃
度
を

低
下
さ
せ
、
バ
イ
オ
レ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
促
進
さ
せ
る
技
術
を
開
発
し
、

環
境
省
の
「
平
成
23 

年
度
低
コ
ス
ト
・

低
負
荷
型
土
壌
汚
染
調
査
対
策
技
術
検

討
調
査
」
に
お
い
て
実
証
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
、
こ
の
例
に
見
ら
れ
る
と
お

り
、
他
の
技
術
を
組
み
合
わ
せ
、
課
題

で
あ
る
時
間
短
縮
と
浄
化
の
確
実
性
を

高
め
る
技
術
が
実
用
化
さ
れ
る
可
能
性

は
高
く
、
バ
イ
オ
レ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
土
壌
汚
染
現
場
の
原
位
置
浄
化
技

術
と
し
て
活
用
さ
れ
る
機
会
が
増
加
し

て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

成
熟
化
が
進
ん
だ
汚
染
土
壌
の
浄
化

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
法
規
制
へ
の
適
合

を
前
提
に
、
短
期
間
・
低
コ
ス
ト
等
の

条
件
を
満
た
す
技
術
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

が
ま
す
ま
す
高
く
な
っ
て
い
く
可
能
性

が
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

～
海
外
展
開
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
組
合
せ
た
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
再

開
発
の
可
能
性
～

　

で
は
、
今
後
、
土
壌
汚
染
浄
化
の
マ

ー
ケ
ッ
ト
は
、
デ
フ
レ
時
代
の
象
徴
の

よ
う
な
価
格
競
争
に
陥
っ
て
し
ま
う
だ

図  汚染土壌の調査及び対策費用の経年変化

（出所：（社）土壌環境センターによる「平成 22 年度の土壌汚染調査・
　　　　対策事業受注実績」をもとにＮＴＴデータ経営研究所にて作成）
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け
な
の
だ
ろ
う
か
？
従
来
と
同
じ
調
査

や
浄
化
だ
け
を
対
象
と
し
て
見
れ
ば
、

そ
の
可
能
性
は
か
な
り
あ
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
一
方
、

2
つ
の
方
向
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
拡
大
さ
せ

て
い
く
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

一
つ
は
、
そ
の
他
産
業
と
同
じ
く
パ

イ
が
小
さ
く
な
る
我
が
国
に
留
ま
る
こ

と
な
く
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
海
外

マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
展
開
を
図
る
こ
と
で

あ
る
。
例
え
ば
、
世
界
第
二
の
経
済
大

国
と
な
っ
た
中
国
で
は
、
第
12
次
五
ヶ

年
計
画（
２
０
１
１
年
～
２
０
１
５
年
）

の
発
表
以
来
、
国
内
で
汚
染
土
壌
の
浄

化
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
本
格
的
に
立
ち
上
が

る
兆
し
が
あ
る
。
従
来
は
、
法
規
制
の

整
備
が
不
十
分
な
中
、
例
え
ば
日
系
企

業
に
お
け
る
独
自
の
取
組
み
と
し
て
土

壌
汚
染
対
策
が
行
わ
れ
て
き
た
も
の

が
、
今
後
は
、
よ
り
一
般
的
な
も
の
と

し
て
市
街
地
汚
染
土
壌
の
浄
化
が
ビ
ジ

ネ
ス
化
さ
れ
て
い
く
可
能
性
が
見
え
つ

つ
あ
る
。
類
似
の
傾
向
は
、
や
や
時
間

的
な
遅
れ
は
あ
る
に
せ
よ
、
東
南
ア
ジ

ア
諸
地
域
で
も
同
様
で
あ
る
。
こ
う
し

た
、
海
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
積
極
的
に
参

入
し
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
丁

度
、
米
国
内
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
成
熟
化

し
て
き
た
際
、
土
壌
汚
染
に
関
す
る
法

制
度
が
未
整
備
で
、
今
後
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
と
し
て
期
待
さ
れ
る
我
が
国
に
米
国

企
業
が
次
々
と
参
入
し
て
き
た
時
期
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
か
な
り
の
時
間
を

経
て
我
が
国
で
実
際
に
汚
染
土
壌
に
関

す
る
法
制
度
が
整
備
さ
れ
、
遅
ま
き
な

が
ら
汚
染
土
壌
関
連
市
場
が
生
ま
れ
て

き
た
。ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
海
外
は
、

当
時
の
日
本
に
近
い
と
も
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

見
直
し
、
例
え
ば
、
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー

ル
ド
を
有
効
活
用
す
る
よ
り
大
き
な
ビ

ジ
ネ
ス
の
中
に
汚
染
対
策
を
取
り
込

み
、
汚
染
対
策
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
な
く
地

域
再
生
や
未
利
用
地
の
有
効
利
用
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
再
定
義
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。こ
の
分
野
で
は
、

米
国
が
我
が
国
の
遥
か
先
を
走
っ
て
い

る
。
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
再
開
発
と

し
て
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し

て
き
た
米
国
で
は
、
土
地
の
権
利
関
係

の
整
理
や
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ン
ド
法
に
基

づ
く
汚
染
浄
化
の
責
任
軽
減
な
ど
制
度

面
か
ら
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
の
再
開

発
を
容
易
に
し
、
こ
れ
ま
で
放
置
さ
れ

て
き
た
汚
染
の
懸
念
の
あ
る
土
地
を
有

効
活
用
す
る
活
動
を
推
進
し
て
き
た
。

そ
し
て
、
汚
染
の
懸
念
が
あ
り
有
効
利

用
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
た
ま
ま
の
土
地

の
有
効
な
利
用
用
途
と
し
て
注
目
さ
れ

た
の
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地

と
し
て
の
利
用
で
あ
る
。
例
え
ば
、
太

陽
光
パ
ネ
ル
を
農
用
地
に
設
置
す
る

と
、
最
新
の
光
透
過
型
の
パ
ネ
ル
等
の

特
殊
技
術
を
利
用
し
な
い
限
り
、
同
地

で
の
農
業
は
困
難
と
な
る
可
能
性
が
高

い
。
今
後
、
食
糧
難
が
想
定
さ
れ
る
中

で
貴
重
な
農
用
地
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
た
め
に
減
少
す
る
こ
と
が
正
し

い
の
か
は
、
議
論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ

だ
。

　

ま
た
、
昨
今
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
や

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
、
Ｉ

Ｔ
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
軸
に
、

緊
急
時
対
応
も
視
野
に
入
れ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
高
い
ま
ち
づ
く

り
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
特
に
最
近

で
は
、
Ｉ
Ｔ
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
加
え
て
福
祉
健
康
ビ
ジ
ネ
ス
の
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
産
業
の
活
性

化
等
の
付
加
価
値
を
加
え
た
も
の
を
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
や
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
し
て
捉
え
る
動
き
も
活
発
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
本
年
7
月
か
ら
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全
量
買
取
制
度
も
施

行
さ
れ
、
全
国
各
地
で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

発
電
所
を
整
備
す
る
動
き
も
活
発
化
し

つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
流
れ
を
捉
え
、

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
ブ

ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
を
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
地
と
し
て
有
効
活
用
し
て
い

く
こ
と
は
、
土
地
の
有
効
利
用
の
観
点

か
ら
も
地
域
経
済
活
性
化
の
観
点
か
ら

も
意
義
の
高
い
活
動
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
既
に
我
が
国
企
業
で
も
国
際
航
業

グ
ル
ー
プ
等
が
先
行
的
な
取
組
み
を
開

始
し
て
い
る
。

　

我
が
国
企
業
に
あ
り
が
ち
な
、
目
の

前
の
市
場
に
お
け
る
厳
し
い
価
格
競
争

に
よ
る
企
業
の
体
力
消
耗
と
い
う
悪
循

環
に
陥
る
こ
と
な
く
、
新
た
な
付
加
価

値
を
生
み
出
し
て
い
く
た
め
の
方
策
が

企
業
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
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